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より購入した。これらの試薬は 50℃、60 分間、Dulbecco’s modified Eagle’s medium に溶解
し、不溶性物質を除去したうえで、0.22 ㎛フィルターで濾過した。この試薬を、インフルエン
ザウイルス A/Udorn/72(H3N2)の MDCK 細胞への感染実験において使用してウイルス増殖へ
の影響を検討した。 
 はじめに漢方薬および生薬の細胞傷害性を検討した。MDCK 細胞を、試薬濃度を調整した細
胞維持液中で 24 時間培養し、その細胞からの逸脱酵素 LDH を測定した。漢方薬では、川芎茶
調散および麦門冬湯でそれぞれ 24.5, 21.9 mg/ml の濃度で細胞傷害性を認めたが他の漢方薬で




方薬について検討した。インフルエンザウイルスを MDCK 細胞に m.o.i. = 5 あるいは 0.2 の条
件で１時間感染させて、その後、ウイルス液を、濃度調整した試薬入り細胞維持液と交換し
た。感染 24 時間後の培養上清を採取し、その中のウイルス量を Hemagglutinin (HA) 試験と
TCID50 法で定量した。その結果、m.o.i. = 5 では麻黄湯で濃度依存性に抗ウイルス作用を認め
た。葛根湯と川芎茶調散も高濃度では抗ウイルス作用を認めた。m.o.i. = 0.2 では麦門冬湯以外
で、3 mg/ml 以上の濃度において抗ウイルス作用を認め、葛根湯、麻黄湯、慈陰降火湯、川芎






薬から、すでに報告のある麻黄は除いて、13 種類の生薬を検討した。m.o.i. = 5 で行った感染
実験ではカンゾウ（甘草）でのみ強い抗ウイルス作用を認めた。また、m.o.i. = 0.2 の感染実験
ではカンゾウの 50%阻害濃度は 0.27 mg/ml と低値であった。ほかのセンキュウ、チンピ、ジ
オウ、ソウジュツでは、それぞれ 0.78, 0.89, 1.1, 2.1 mg/ml であった。 
カンゾウとセンキュウについては蛋白質合成阻害作用も検討した。インフルエンザウイルス
を MDCK 細胞に m.o.i. = 5.0 で感染させ、1 時間後に試薬濃度を調整した維持液と交換した。
感染 7 時間後に 35S-システイン・メチオニンで 20 分間パルス標識して蛋白質合成を評価し
た。その結果、カンゾウでのみウイルス蛋白質特異的な合成阻害作用を認めた。 
 今回検討した 5 種類の漢方薬のうち、4 種類で培養細胞レベルでの抗ウイルス作用を認め、
麻黄湯の作用が最も良好であった。含まれている麻黄による抗ウイルス作用は既に報告されて
いるが、麻黄を含まない漢方薬でも抗ウイルス作用を確認できた。効果のあった漢方薬に含ま
れる生薬の中では、カンゾウによる抗ウイルス作用が最も良好であった。カンゾウは本研究で
用いた 5 種類の漢方薬の全てに含まれており、漢方薬の抗インフルエンザウイルス作用と関連
している可能性がある。一方、抗ウイルス作用の弱かった麦門冬湯にも含まれており、他の成
分との混合により作用が影響を受けたことも考えられた。カンゾウはウイルス蛋白質合成を選
択的に抑制しており、ウイルス特有の生合成を阻害している可能性がある。今後、このメカニ
ズムの研究を行っていきたい。 
